





























































































































































































































































































































































































































































































被 験 者 青年女子ぴ＝100） ’中年女子（π＝100） 　　　　　　　　　　老年女子（π＝100）
ク ラ　　　ス タ Yl Y2 Y3M1 M2　　rM3 』01 02 0き 04
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　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　　　　　　　　　　　　　　老年的体型
ξ鷲尋1三ll
ずん胴
　　　　主’
　　　　｝）三．
‡i二篇
　　　　　　　　26％　　，、
　　　　　　　反身　くびれ
　　　　　　　青年的体型，
　ロエ　ロ　り
”屈身’円背
：03’
　　　　　　　　　　　　　青年典型’き　　ξ
　　　　　　　　　　　　　翌莞：，
　こ’一　　図1．青年・中年，老年女子の体つきの分類一デンドログラム・由現率二体つき・シルェットー
囲が夫で繊桓EP；殼の衰も恥これらかご・：《M3Σ繊子の蜴をしめ浅4から平背，く碗
飯身’平背1叛大と～・熱熱・背部立体顕や㍉と綱れ猷逼4i値を含ま応中年硬型と・・える．
杜きいことかr魎筋？雑ば鯉と助れる・．一：背部ぱ量砂なく背幅力・広いという・ことは前肩を意味
②中貧子咋つき燥類，，：，、．、∵，、：、してy・ると麟れる．　　，
轡区頒，35㌻59韓鷲し1坤年は清年や老年一〈M4＞；：背嘩やや痴前丈／徽猷で後無短く背
のよう咄現率が5・賭しめる鯉的な体つきはなく∴部立鰻砂な・・ことから反射平背嘘せの体つぎと
肇鋤ら引き続やつぼ痩蛾傾向暫す々・一プ；，∵いえる：27％をし鱗　∵
．あるグルrプがあらわれだこれ臨∵体つきの変化が50　1図1に示したようにかなり複雑な老年女子の体つきを
〈吻背故鰻澱大で胸部立鞠工勒・胸w背1、、1〈Φ前丈∠飾三駄で前丈畑も長渉清年とは
背であり出現率は27％である．　∵　　∴　　．、　○・が大きくその出現率は20％である．
〈随頓年畔』歳臓．9i・6垣℃三ピ〈・2＞＼後如・身長：・重丈1こ些べ最も長，く・緬こ比べ
ノレ指数・腕付根前後径は最大を示し，胸幅／背幅は大で∫　背幅も最大を示す屈身・円背で，ローレル指数は全体の
胸幅が大きいが背部・胸部立体量は小で・一後〔前面の凹ご中で最天を宗ず：出現率は16％：∵，∵．プ、1∫．、：…　チ～
凸が脂肪で埋められた老年に近い平背・充実・厚身であ　　〈03＞　ローレル指数の1．27は青年Ylを除く最小値で
る．出現率は11％である．　　　　　　　　　　　　　　各指数値からも痩せ・平背・胸小となり，その出現率は
ミ54 て586）
老年興型
厚身　ずん胴
老年平背
、」＼
成人女子の体づきの分類（第1報）、
11％で，標準偏差の小さいことからグループは同じ体
っきといえる．　　　　　　∴、’“”肉’・‘　ジ『（て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロドれハド　ベ　　ド　ブ〈04≧過半数の52％詰め・背町体量｝撮大琴レ
丈が大きく，屈身，・ずん胴・脂肪の沈着による凹凸のな
くなった老年平背である∵・㌣・’　　：∵　　　　一
巧スタ三雰析樋蔚狂各輻酬の典型的紘
つきと解釈されるタイプは，青年の場合Y2（50％），
中年はM3（36％），老年は04（53％）である．中年
のM2（11％）は老年型の体つき，　M4（27％）は青年
型である．青年の体つきが3タイブに分頚されたのに対
し，中年と老年はそれぞれ4タイプとなり，標準偏差や
体充実度を示す指数の範囲が大であることから個人差が
大きいことがわかる．M2のような年齢の高い層でのグ
ルーピングは中年の体つきの，03のような極度の痩身
の存在は老年の体つきの特徴であり，全体として個人差
の小さい青年とくらぺて平均値からの体型把握には注意
が必要である．
　前頸，B．P．位置の低さ，円背，厚身，ずん胴など，印
象としてあった老年女性の体型が，図1と表2から数値
として裏打ちされた．図1のシルエットから，中年・老
タイプに分類された．グイプ別に次の項目について，平
均値，・標準偏差，，最大・最小値を表4にあらわした．（す
ルベック指数，胸幅／背幅，胴囲／胸囲㌔前丈／後丈・v背
部立体量，胸部立体量，，後丈／身長，S．享一且E／S・R
－B．P．－W．　L，腕付根前後径／腕付根上下長である．表
4にもとづき体づきの各タイプを解釈してギーウードで
示し，各タイプに属する被験老の側面写真をもとにシル
エットであらわし，これをデソドログラム上にまとめ図
1に示した．
　クラスター別の各年齢層の特徴は，青年は大きさを除
いたにもかかわらず体つきと大きさには関係があり，俗
にいう，のっぽ・痩せ型や充実型が分類された．年齢の
範囲を広げた中年は，年齢の高い層がグルーピングされ，
加齢による体つきの変化が個体差に優り50歳前後から
顕著であること，30～40歳代は青年あるいは老年に近い
体つきに分かれ，加齢による変化の速度に個人差がある
ことがわかった．相対的にローレル指数の高い老年は，
極度の痩身の存在があり平均値からの体型把握には注意
が必要であること，また，前頸，B．P．位置の低さ，円背，
厚身，ずん胴など，印象としてあった老年女性の体型が，
年とも胸部および胴部の矢状径や背面の面積が青年に比～＿一図1と表2から数値として裏打ちされた．
ぺると厚く広いことがわかる．．このシルエットは立位正
常姿勢であるが，老年は日常の姿勢や動作時には前かが
みとなり，腕を動かすと背面の必要面積はさらに大きく
なる．肩先点間幅がほぼ等しい青年と老年の被験者の肩
先点を通る水平断面図を重合すると，背部の面積は胸部
のそれと比ぺ老年の方が著しく大きい12）．青年期と変わ
らない肩幅に対し胸囲の前身頃・後身頃の配分を青年と
同じようにするならば，背面の不足は大きい．老年の体
つきを考慮していかに美しく広く背部を設計するかは，
快適で適合する老年の上衣製作のポイントとなろう．
4．要　　約
　衣服設計の際の体型への適合性を目的とし，成人女子
（青年18～21歳，中年35～59歳，老年60～75歳）各
100名の胴部の体つきの把握を試みた．
　大きさを除き身体のバランスを示す8項目で体つきを
あらわし，クラスター分析を行った．指数値8項目につ
いて主成分分析を適用した結果，第1主成分は，反身・
屈身，平背・円背，胴のくびれ具合い，第2主成分は胸
部の形状（乳房の大小，B．P．の位置），第3主成分は胸
部・背部の厚みの大小の体つきであった．
　クラスター分析の結果，青年3タイプ，中・老年各4
　図1のシルエットから，中年・老年とも胸部および胴
部の矢状径や背面の面積が青年に比べると厚く広いこと
がわかる．このシルエットは立位正常姿勢であるが，老
年は日常の姿勢や動作時には前かがみとなり，腕を動か
すと背面の必要面積はさらに大きくなる．青年期と変わ
らない肩幅に対し胸囲の前身頃・後身頃の配分を青年と
同じようにするならば，背面の不足は大きい．
　図1および表4を通覧すると，青年と老年のおのおの
の50％は青年型と老年型の典型的タイプに分類され，
中年の40％はこのどちらかのタイプに属する．この青
年型・老年型のタイプの体つきについて各部位の計測値
のバランスおよび具体的な計測値について今後は衣服設
計上から検討したい．
　終わりに度重なるクラスター分析をお願いいたしまし
た，九州工業大学情報工学部助教授　小林史典先生に心
から感謝申しあげます．また実験にご協力くださった被
験者の皆様に深謝いたします．
　本研究は平成2年度㈹日本家政学会第42回大会にお
いて発表したものに被験者数を増し，加筆したものであ
る．
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